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ご神体の公開に合わせ 弥勒三番叟を奉納
　260年ぶりに行われた社殿の大改修を記念して、稲荷神社に
まつられている市指定有形文化財、稲荷大神立像と蔵王権現立
像が公開されました。この御開帳に合わせて、通常20年に 1 度
行われる御神幸祭でしか演じられることのない弥勒三番叟が奉
納されました。〔９月15日／稲荷神社（倉橋）〕

いなり　だい じんりゅうぞう ざ　 おう　ごん げん りゅう

ぞう

み ろく　さん　ば　そう
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介
護
予
防
事
業

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　

要
介
護
認
定
に
お
い
て
自
立
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
の
方
が
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
日
常
動
作
訓
練
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
食
事
を
し
て
、
要

介
護
状
態
へ
の
進
行
を
予
防
し
ま
す
。

【
費
用
】
１
日　

５
０
０
円

生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業

　

要
介
護
認
定
に
お
い
て
自
立
と
認
定
さ

れ
た
高
齢
者
の
方
が
、
要
介
護
状
態
へ
の

進
行
を
予
防
す
る
た
め
、
短
期
間
の
宿
泊

に
よ
る
日
常
生
活
の
指
導
、
支
援
を
行
い

ま
す
。（
６
か
月
で
14
日
以
内
）

【
費
用
】
事
業
費
の
１
割
を
負
担

地
域
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

　

地
域
ご
と
に
集
ま
っ
て
、
趣
味
や
健
康

講
座
等
を
行
い
、
食
事
を
し
な
が
ら
地
域

住
民
と
世
代
間
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
仲
間
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
閉
じ

こ
も
り
を
防
ぎ
ま
す
。

【
費
用
】
無
料

生
活
支
援
事
業

軽
度
生
活
支
援
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
）

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
が
、
自
立
し

た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
軽
度
の

日
常
生
活
の
援
助
（
調
理
や
掃
除
等
）
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
費
用
】 

◇
１
時
間
未
満

 

　

１
２
０
円
ま
た
は
２
０
０
円

 

◇
１
時
間
以
上
１
時
間
30
分
未
満

 

　

１
７
０
円
ま
た
は
２
９
０
円

住
宅
改
修
費
助
成
事
業

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者

の
方
が
、
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
に
改
修
す

る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
額
】
改
修
費
の
２
分
の
１
（
限
度

額
18
万
円
）

         

緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
、
日
常

生
活
の
不
安
解
消
と
緊
急
時
の
連
絡
の
た

め
、
緊
急
通
報
機
能
の
付
い
た
多
機
能
電

話
と
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
貸
与
し
ま
す
。

【
費
用
】
所
得
の
状
況
で
一
部
負
担
あ
り

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
利
用

助
成
事
業

　

70
歳
以
上
の
方
に
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
ま
た
は
指
圧
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。（
市
に
登
録
さ
れ
た
業
者

を
利
用
し
た
場
合
の
み
）

【
助
成
額
】１
回
に
つ
き
１
、０
０
０
円（
年

間
12
枚
）

老
人
性
白
内
障
補
助
眼
鏡
等
費
用
助
成
事

業
　

65
歳
以
上
の
方
で
、
白
内
障
手
術
後
に

補
助
眼
鏡
等
を
作
成
し
た
場
合
に
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
額
】
２
０
、０
０
０
円
（
一
対
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
等
で
調
理
が
困
難
な
高

齢
者
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
お

届
け
し
、
併
せ
て
安
否
の
確
認
を
行
い
ま

す
。

【
費
用
】
１
食　

３
０
０
円
（
昼
食
）

家
族
介
護
支
援
事
業

紙
お
む
つ
給
付
事
業 

　

自
宅
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
等
で
常
時

失
禁
状
態
に
あ
る
高
齢
者
の
方
に
、
紙
お

む
つ
を
給
付
し
ま
す
。

【
給
付
枚
数
】
年
間
３
６
０
枚
〜
７
０
０
枚

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

一
般
の
交
通
機
関
お
よ
び
タ
ク
シ
ー
等

の
利
用
が
困
難
な
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た

は
身
体
障
害
者
で
下
肢
の
不
自
由
な
40
歳

以
上
の
方
が
医
療
機
関
等
の
送
迎
に
利
用

で
き
ま
す
。

【
費
用
】
片
道
１
０
０
円
ま
た
は
３
０
０
円

訪
問
介
護
利
用
者
負
担
額
助
成
事
業

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
低
所
得
者
に
対
し

て
、
利
用
者
負
担
の
助
成
を
し
ま
す
。

【
助
成
額
】
利
用
者
負
担
額
の
４
割

介
護
老
人
福
祉
手
当
支
給
事
業

　

自
宅
で
常
に
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
要
介
護
４
ま
た
は

５
と
認
定
さ
れ
た
方
に
、
福
祉
手
当
を
支

給
し
ま
す
。（
医
療
機
関
に
入
院
し
た
場

合
ま
た
は
介
護
保
険
施
設
に
短
期
入
所
し

た
場
合
は
除
き
ま
す
）

【
支
給
額
】
月
額
１
０
、６
５
０
円

　

市
で
は
、
介
護
予
防
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
る

た
め
に
、高
齢
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
お
年
寄
り
の
状
態
や
ご
家
庭

の
状
況
に
応
じ
て
、
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
班

　

1
62̶

５
３
５
０

▲ 生きがい活動支援通所事業（デイ・サービスセンターでゲーム）

お
年
寄
り
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

■
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

　

岩
崎
き
せ 

さ
ん
（
鏑
木
）

毎日届くお弁当が楽しみ

　７月から利用しています。干潟地域では、合併前に

は無かったサービスなので、配達までしてくれて１食

300円のお弁当は、ひとり暮らしの私にとって、非常

に助かっています。自分で食事を作るとなると、体に

負担がかかりますし、おかずも１品か２品しか出来ま

せん。このお弁当なら、おかずが何種類もあってバラ

ンスがとれていますし、味付けやごはんの加減もちょ

うど良いので、いつも残さず食べています。今日はど

んなお弁当が届くのか、いつも楽しみにしています。
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̶　子どもたちの健やかな成長のために　̶

旭市次世代育成支援行動計画の実施状況を公表
　次の世代を担う子どもたちが、健やかに生まれ、育まれる社会の実現を目指して、市では、平成17
年３月に「旭市次世代育成支援行動計画」を策定し、保育サービスをはじめとする子育て支援事業に
取り組んでいます。
　計画期間は、平成17年度を初年度とする10年間で、このうち平成21年度までの５年間を前期実施計
画期間としています。また、平成22年度以降の後期実施計画については、今後の社会経済情勢の変化
に応じて必要な見直しを行い、策定していきます。
　さらに、この計画を円滑に進めるため、今年８月に、市民の代表や学識経験者、児童福祉施設など
の代表者で構成する「旭市次世代育成支援行動計画推進委員会」を立ち上げました。この委員会では、
計画に基づく事業の取り組み状況を管理していくとともに、必要な提言をいただくこととしています。
　ここに、委員会に報告した平成17年度の事業実績を公表するとともに、市民の皆さんに計画の内容
を理解していただくため、その概要をお知らせします。

平成17年度の実績

▽一時保育を３か所増
　　計画策定時に実施していた「中央第三、干潟、広
原、おうめい、鶴巻、ひかり」の６保育所に加え、「飯
岡中央、三川、塙」の３保育所でも開始し、一時保
育を実施しているのは、全部で９か所になりました。

平成18年度の計画

▽延長保育を２か所増
　　「中央第一、干潟、広原、おうめい、鶴巻、サン
ライズベビーホーム」の６保育所に加え、４月から
「ひかり保育園」で実施しています。このほか今年
度中に、もう１か所を予定しています。

▽放課後児童健全育成事業が３学区増
　　「中央、干潟、富浦、矢指、共和、豊畑、三川」
の７学区に加え、４月から「琴田、嚶鳴、中和」の
３学区で実施しています。

▽乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）を開始
　　これまで未実施だった “乳幼児健康支援一時預か
り事業（病後児保育）” について、４月から「鶴巻
保育所」で実施しています。

▽地域子育て支援センター事業を１か所増
　　「中央第三、鶴巻、おうめい」の３保育所に加え、
今年度中に１か所を予定しています。

▽つどいの広場事業を開始
　　未実施だった “つどいの広場事業” は、６月から
市役所南分館２階で実施しています。

問い合わせ先
　社会福祉課児童班（162－8012）

▲つどいの広場（市役所南分館２階）

《次世代育成支援行動計画の実施状況》

事　業　区　分 計画策定時
（17年度当初）

通常保育事業
〔定員〕

公立

私立

延長保育事業　〔設置箇所〕

休日保育事業　〔設置箇所〕

放課後児童健全育成事業（学童クラブ）
〔設置箇所〕

一時・特定保育事業
〔設置箇所〕

乳幼児健康支援一時預かり
事業（病後児保育 )　
〔設置箇所〕

子育て拠点
〔設置箇所〕

一時保育事業

施設型

地域子育て支援
センター事業

つどいの広場事業

1,385人 

510人

６か所

なし

７か所

６か所

なし

３か所

なし

17年度
（実績）

1,385人 

510人

６か所

なし

７か所

９か所

なし

３か所

なし

18年度
（計画）

1,385人 

510人

８か所

なし

10か所

９か所

１か所

４か所

１か所

21年度
（目標値）

1,390人 

526人

８か所

２か所

11か所

９か所

１か所

５か所

１か所
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今
年
４
月
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、障
害
の
種
類
（
身
体
障
害
・

知
的
障
害
・
精
神
障
害
）
ご
と
に
別
々
だ
っ
た
制
度
が
一
元
化
さ
れ
、
同
じ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
10
月
か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」「
補
装
具
」

「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
に
再
編
さ
れ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
生
活
支
援
事
業
は
、
市
の
事
業
と
し
て
創
意
工
夫
が
可
能
と
な
り
、

利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
た
め
、
障
害
者
の
自

立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
を
中
心
に
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
相
談
支
援
事
業

　

福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助

を
行
い
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

　

聴
覚
、
言
語
機
能
、
音
声
機
能
等
の
障

害
の
た
め
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支

援
が
必
要
な
方
に
、
手
話
通
訳
者
を
派
遣

し
ま
す
。

○
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

　

重
度
障
害
者
の
方
に
、
日
常
生
活
上
の

便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
（
特
殊
寝
台
、

入
浴
補
助
用
具
等
）
を
給
付
ま
た
は
貸
与

し
ま
す
。

○
移
動
支
援
事
業　

　

社
会
生
活
を
送
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

外
出
や
、
余
暇
活
動
等
の
社
会
参
加
の
た

め
の
外
出
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

創
作
的
活
動
ま
た
は
生
産
活
動
の
機
会

や
社
会
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

○
日
中
一
時
支
援
事
業

　

日
中
に
お
け
る
活
動
の
場
を
確
保
し
、

家
族
の
就
労
や
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

○
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

入
浴
が
困
難
な
在
宅
の
身
体
障
害
者
に

対
し
、
居
宅
に
お
け
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。

○
職
親
委
託
事
業

　

知
的
障
害
者
の
方
の
自
立
更
生
を
図
る

た
め
、
一
定
期
間
、
職
親
に
預
け
、
生
活

指
導
や
技
能
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
用
自
動
車
改
造
費
助
成
事

業

　

重
度
身
体
障
害
者
の
方
が
、
就
労
等
に

伴
い
自
ら
が
所
有
し
運
転
す
る
自
動
車
を

改
造
す
る
場
合
、
そ
の
自
動
車
の
駆
動
、

操
向
装
置
等
の
改
造
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

（
対
象
者
）
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
、
障
害
等
級
が
１
か
ら
２
級
の
う
ち

肢
体
不
自
由
の
方

（
補
助
額
）
限
度
額
10
万
円

○
障
害
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得
助
成
事

業

　

障
害
者
の
方
が
、
就
労
等
社
会
参
加
の

た
め
に
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
す
る
際

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

（
対
象
者
）
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
、
障
害
等
級
が
１
級
か
ら
４
級
ま
で

の
方

（
補
助
額
）
免
許
取
得
に
直
接
要
し
た
費

用
の
３
分
の
２
以
内
で
、
限
度
額
10
万
円

《
利
用
者
負
担
》

　

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
、
移
動
支

援
事
業
、地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、

日
中
一
時
支
援
事
業
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
原
則
１
割
の
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
応

じ
て
月
額
負
担
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ
、

地
域
生
活
支
援
事
業

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

○
介
護
給
付

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
は
じ
め
、
重
度
訪
問

介
護
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
、
療
養
介
護
、
生
活
介
護
、
施
設

入
所
支
援
、
共
同
生
活
介
護
な
ど
、
日
常

生
活
に
お
け
る
介
護
を
行
い
ま
す
。

○
訓
練
等
給
付

　

機
能
訓
練
や
生
活
訓
練
を
は
じ
め
、
就

労
移
行
支
援
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
、

自
立
し
た
生
活
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

《
利
用
者
負
担
》

　

原
則
１
割
の
利
用
者
負
担
と
食
費
な
ど

の
実
費
負
担
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
所

得
に
応
じ
て
１
か
月
の
負
担
額
に
上
限
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
得
の
低

い
方
に
は
各
種
の
軽
減
措
置
も
あ
り
ま
す
。

補
装
具

支
給
の
し
く
み
が
変
わ
り
ま
す

　

補
装
具
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
現

物
支
給
か
ら
補
装
具
費
（
購
入
費
、
修
理

費
）
の
支
給
に
変
わ
り
ま
す
。

　

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
も
定
率
負
担
と

な
り
、
１
割
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
て
１
か
月
の

負
担
額
に
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
利
用
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１
を

助
成
し
ま
す
。

旭
市
独
自
に

統
合
負
担
上
限
額
を
設
定

　

同
じ
月
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
補

装
具
の
購
入
・
修
理
、
地
域
生
活
支
援
事

業
（
身
体
障
害
者
用
自
動
車
改
造
費
・
運

転
免
許
取
得
助
成
事
業
を
除
く
）
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
２
つ
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
負
担
額
の

合
計
額
と
な
り
ま
す
が
、
市
で
は
、
利
用

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
上
限
額
を

一
本
化
し
、
そ
の
差
額
を
助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課　
　

 

1
62̶

５
３
５
１

海
上
支
所
福
祉
室 

1
55̶

３
１
１
９

飯
岡
支
所
福
祉
室 

1
57̶

３
１
１
８

干
潟
支
所
福
祉
室 

1
68̶

１
０
７
２

地域生活支援事業における１か月の
利用者負担限度額
（市が設定した統合負担上限額も同じ）

区分 世帯の収入の状況 負担上限月額

生活保護 生活保護受給世帯 0円

低所得１

市民税非課税世帯で、
サービスを利用する本
人の収入が80万円以下
の方

15,000円

低所得２
市民税非課税世帯で、
低所得１に該当しない
世帯

24,600円

一　　般 市民税課税世帯 37,200円

《統合負担上限額による軽減例》
市民税の課税世帯が同じ月に３つのサービスを利用した場合

利用したサービス　　　 利用者負担額　　  負担額合計

障害福祉サービス………３０，０００円　　　　
補装具の購入・修理……１５，０００円　　６５，０００円
地域生活支援サービス…２０，０００円　　

⇒

統合負担上限による負担額
３７，２００円

２７，８００円の軽減

}

10
月
か
ら
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ
り
ま
す

〜 
新
た
に
地
域
生
活
支
援
事
業
を
開
始 

〜

ひ
と
月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
等
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
負
担
は
生
じ
ま

せ
ん
。
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①出産育児一時金を35万円に引き上げ
　被保険者が出産したときに
受けられる出産育児一時金が、
30万円から35万円に引き上げ
られます。

②葬祭費を７万円に変更
　被保険者が死亡したときに受けられる葬祭費
が、10万円から７万円に変わります。国の方針
は、５万円とするものでしたが、旭市では、住
民サービスが急激に低下しないよう、独自の決
定で７万円としました。

10月から制度の一部が変わります
　10月１日から医療保険制度が改正され、国民健康保険と老人保健の医療費にか
かる自己負担などが変わります。

①高額療養費の自己負担限度額を変更
　医療機関に支払った１か月の自己負担額の合計が高
額になった場合、申請をして認められると、自己負担
限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
　今回の改正で、70歳未満の方の自己負担限度額が、
次の表のとおり変わります。

②人工透析を行う上位所得者の自己負担限度額を変更
　高額の治療を長期間継続して行う必要がある疾病の
場合、１か月の自己負担額は１万円までとされていま
したが、慢性腎不全で人工透析を行っている上位所得
者については、自己負担限度額が１万円から２万円に
引き上げられます。
　これに伴い、受療証の様式が変更になりましたので、
今まで交付を受けた方へ、９月末に新しい受療証を郵
送しました。

①現役並みの所得者は２割負担から３割負担へ
　70歳以上または老人保健で医療を受ける方のうち、
現役並みの所得がある方は、医療機関の窓口で支払う
自己負担割合が、２割から３割へ引き上げられます。
　なお、負担割合が変わる方へは、次のとおり新しい
受給者証を郵送しています。

③入院時の食費と居住費の負担を変更
　療養病床に入院する70歳以上の方は、これまで食材
料費相当のみを負担していましたが、今回の改正で、
食費と居住費を負担することになります。
　なお、所得の低い方には、負担の軽減があります。

②高額医療費の自己負担限度額を変更
　医療機関に支払った１か月の自己負担額の合計が高
額になった場合、申請をして認められると、自己負担
限度額を超えた分が高額医療費として支給されます。
　今回の改正で、70歳以上の方の自己負担限度額が、
次の表のとおり変わります。

〔70歳未満の方の自己負担限度額〕

区　分 ４回目以降 ※２３回目まで

一　　般 ４４，４００円
８０，１００円＋

医療費が267,000円を超えた場合は、その超
えた分の１％を加算 

上位所得者
※１

８３，４００円
１５０，０００円＋

医療費が500,000円を超えた場合は、その超
えた分の１％を加算 

住民税
非課税世帯 ２４，６００円３５，４００円

※１　基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯に属する方
※２　過去12か月間に、一つの世帯での高額療養費の支給が４回以上あった

場合の４回目以降の限度額

〔70歳以上の方の自己負担限度額〕

区　分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
一　　般 １２，０００円 ４４，４００円

現役並み
所得者 ４４，４００円

８０，１００円＋
医療費が267,000円を超えた場合は、その超えた
分の１％を加算
（４回目以降の場合44,400円）

低所得Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円
低所得Ⅰ ８，０００円 １５，０００円

問い合わせ先
　保険年金課（162－5331）

こんなときも変わります

〔入院時の食費と居住費〕

１か月の費用の目安
　食　費　４２，０００円
　居住費　１０，０００円

所得の低い方の負担額

国保と老人保健

70歳未満の方は

70歳以上の方は

※　人工呼吸器、中心静脈栄養等を要する患者や脊
せき

髄
ずい

損傷（四肢麻
ま

痺
ひ

が
見られる状態）、難病等の患者については、現行どおり食材料費相当
24,000円のみの負担となります。

《高齢受給者証の方》
　８月に「負担割合が２割の証」
が届いた方へ、９月末に「３割の
高齢受給者証」を郵送しました。
負担割合が１割の方については、
そのままお使いいただけます。
《老人保健医療受給者証の方》
　世帯の異動や昨年度の所得の状
況により、負担割合が変わった方
へは、７月末に新しい受給者証を郵
送しました。負担割合が変わらな
い方については、今までの受給者
証をそのままお使いいただけます。

2割 1割

3割 1割

住民税非課税世帯 

年金受給額80万円以下等

老齢福祉年金受給者

３０，０００円

２２，０００円

１０，０００円
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中

関東大会出場　※敬称略、（　）内は県大会成績
●ソフトボール女子／海上中学校（優勝）　
●卓球団体女子／二中（準優勝）　
●卓球個人女子／林みどり（一中・１年　入賞）・米本茉
利恵（二中・３年　入賞）・角崎瞳（二中・３年　入賞）・
高上千佳（二中・２年　入賞）

県大会入賞　※敬称略、（　）内は県大会成績
●卓球個人女子ダブルス／加瀬育美・戸村葵（二中・２年
準優勝）

●柔道81㎏級／大根匡騎（二中・３年　３位）

中学生が大活躍
　～第42回中学校総合体育大会～

青

　秋晴れとなった９月16日、市内14の小学校で運動会が開
催されました。どの学校の子どもたちも元気いっぱい。い
ろいろな種目でがんばる子どもたちの姿に、観客席からは
大きな拍手や歓声が沸き起こりました。

総
　平成９年４月にオープンした総合体育館は、市民
の皆さんの健康づくりのほか、文化行事などでもた
くさんの方々にご利用いただき、８月31日に利用者
が100万人を突破しました。100万人目の方は、トレ
ーニングルームを利用するためにきた市内の長澤岳

たけ

志
し

さん（ハ）で、記念セレモニーで市長から記念品
を贈られると、「まさか自分が選ばれるとは思って
いなかった。」と驚いた様子で話してくれました。

青空の下市内小学校で運動会

総合体育館の利用者が100万人に

長長寿をお祝いした敬老大会
　毎日を元気で楽しく過ごせるように
と、敬老の日の９月18日、東総文化会
館・海上公民館・いいおかユートピア
センターの３会場に、70歳以上のお年
寄りを招待して敬老大会が開かれまし
た。３会場合わせて2,100人の方が出
席し、保育所の子どもたちのかわいい
お遊戯などが披露されると、みんな楽
しそうに笑顔で拍手をしていました。 ▲元気いっぱいの「よさこいソーラン」（二中）

　

矢
指
小

　

三
川
小

asahiasahi Topics
トピックス

　

二
中
卓
球
部
（
女
子
）

　

海
上
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
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　東総地区のスポーツ少年団26チームが参加して、
８月19日から開催された「東総地区少年野球連盟新
人戦大会」で、豊畑スポーツ少年団が初優勝しまし
た。優勝した豊畑スポーツ少年団は、現在行われて
いる日ハム杯千葉県大会へ出場しています。

人
　７月 31日午後10時ご
ろ、市内で発生した建物
火災の現場において、山
崎孝秀さん（井戸野）は
出火している建物の中か
ら老夫婦を助け出しまし
た。今回、尊い人命を救
ったその行動に対して、
８月22日に市から消防
協力者表彰が贈られまし
た。

人命救助で消防協力者表彰を受賞

豊豊畑スポーツ少年団が優勝
　～東総地区新人戦大会～卓

　旭スタークラブⅡでは、平成22年に旭市で開かれる千葉
国体の卓球競技出場を目指して子どもたちが練習に励んで
います。クラブ設立から５年目になる今年は、５人の選手
が千葉県代表として、11月10日～12日に徳島県で行われる
全日本卓球選手権大会に出場します。

卓球の全国大会に出場
　～旭スタークラブⅡ～

第

　剣道を通して心身の健全な発達と礼節の大切さを学んで
もらおうと、第44回青少年健全育成剣道大会が８月12日、
総合体育館で開催されました。大会には市内の小中学生
130人が参加。気合の入った掛け声と竹刀の打ち合う音が
響く中、熱戦が繰り広げられました。なお、優勝は次のと
おりです。（敬称略）
●中学校団体／【男子】二中・【女子】飯岡中　●中学校
個人／【男子】佐久間大夢（飯岡中）・【女子】加瀬琴菜（飯
岡中）　●小学校団体／【低学年】共和少年剣道団・【高学
年】共和少年剣道団　●小学校個人／【低学年】伊藤航（共
和少年剣道団）・【高学年】宮負淳（共和少年剣道団）

第 44回青少年健全育成県道大会

　ＦＣあさひや飯岡ＦＣなど市内外から15チームが
参加して、第12回東総しおさいカップ大会が９月10
日、いいおかふれあいスポーツ公園で行われました。
低学年の部ではＦＣあさひが決勝に進出し、銚子西
ＪＦＣを相手に２対１で勝利し、見事優勝を飾りま
した。また高学年の部では、共にＰＫ戦で決勝進出
を逃した飯岡ＦＣとＦＣあさひで３位決定戦が行わ
れ、１対０で飯岡ＦＣが勝利しました。なお、優勝
はのさかＦＣでした。

低低学年の部で FCあさひが優勝
　～東総しおさいカップ大会～

　

Ｆ
Ｃ
あ
さ
ひ
対
飯
岡
Ｆ
Ｃ

　
（
高
学
年
の
部
）

教
育
委
員
会
委
員
に

赤
座
修
さ
ん

　

平
成
18
年
第
２
回
定
例
市
議
会
で
議
会

の
同
意
を
得
た
赤
座
修
さ
ん
（
鎌
数
・
新

任
）
が
、
８
月
19
日
、
教
育
委
員
会
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
４
年
で
す
。

赤座修さん（55歳）

asahiasahi Topics
トピックス
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旭市職員を募集

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
と
語
ろ
う

　

市
で
は
、「
自
立
・
共
生
・
協
働
」

に
よ
る
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
の
創

造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
長
が
直
接
市
民
の
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
地
域
の
課
題
を
伺

う
と
と
も
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
の
将
来
に
対
す
る
意
見
・
提

案
を
い
た
だ
く
た
め
、
地
区
懇
談
会

　

今
年
も
「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な

で
参
加
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
千

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

旭
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

1
57̶

５
５
７
７

赤
い
羽
根
共
同
募
金

10
月
１
日
〜
12
月
31
日

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

企
画
課
企
画
調
整
班

　

1
62̶

５
３
０
７

を
開
催
し
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
懇
談
会
か
ら

※10月17日（嚶鳴小学校体育館）は、手話通訳者を配置します。

日　程

10月16日（月）

10月17日（火）

10月18日（水）

10月19日（木）

10月26日（木）

10月28日（土）

10月30日（月）

11月３日（金）

11月４日（土）

11月６日（月）

11月８日（水）

11月13日（月）

11月15日（水）

11月16日（木）

11月17日（金）

会　　場

鶴巻小学校体育館

嚶鳴小学校体育館

滝郷小学校体育館

矢指小学校体育館

干潟公民館３階大会議室

萬歳小学校体育館

古城小学校体育館

共和小学校体育館

中央小学校体育館

干潟小学校体育館

富浦小学校体育館

豊畑小学校体育館

琴田小学校体育館

飯岡小学校体育館

三川小学校体育館

時　間

午後７時～９時

午後６時30分

～８時30分

開催日程
（受け付けは開始30分前から行います）

葉
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
社
会
福

祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
施
設
に
配
分

さ
れ
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
体

の
不
自
由
な
方
な
ど
手
助
け
を
必
要

と
す
る
方
々
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市では、次のとおり職員を募集しています。

職種／社会福祉士　
募集人員／１名
応募資格／社会福祉士の資格を有し、資格取得後５年
以上の実務経験のある方
応募方法／市販の履歴書に写真を貼付し、資格免許証
（写し）を添えて持参または郵送
締切日／10月31日c必着
試験日／11月中を予定（詳細は応募者に通知します）
試験内容／書類審査、作文、面接、健康診断
勤務場所／旭市地域包括支援センター
待遇／身分：地方公務員　給与：旭市給与条例による
採用予定日／平成19年４月１日
その他／詳細については、お問い合わせください。
〈申し込み・問い合わせ先〉
〒289－2595　旭市二の1920番地
旭市役所総務課職員班（162－5368）

旭市職員を募集
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相談名 内　容 期　日　・　時　間 場　　所 問い合わせ

交通事故
相　　談

示談、賠償額の算
出、自賠責保険の
請求の仕方など

10月２日B
10月16日B　

午前10時～午後３時

※待ち時間解消のため、要事前連絡。
市役所会議室 総務課　

162－5835

県の法律
相　　談

法律問題
10月13日F 午後１時～４時
※予約制（10月５日E午前９時から受付）

北総県民センター海匝事
務所

北総県民センター海匝
事務所164－0597
（千葉県海匝合同庁舎内）

市の法律
相　　談

法律問題
※市民を対象

10月10日C 午後１時30分～４時
※予約制（10月２日B午前８時30分から受付）

10月23日B 午後１時30分～４時
※予約制（10月16日B午前８時30分から受付）

海上支所
秘書広報課
162－8070

市役所会議室

人権･行政
相　　談

人権問題、行政へ
の要望、意見など

10月３日C 午後１時30分～３時30分

10月10日C 午後１時30分～３時30分

10月17日C 午後１時30分～３時30分

10月24日C 午後１時30分～３時30分

市役所会議室

飯岡支所

海上支所

干潟公民館

秘書広報課
162－8070

育児相談 子育ての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後４時
土曜日　　　午前８時30分～正午

旭市子育て支援センター
（中央第三保育所内）

旭市子育て支援センター
163－8005（中央第三保
育所内）

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 高齢者福祉課 旭市在宅介護支援セン
ター162－5398

心配ごと
相　　談

家庭内の心配ごと
など

10月２日B

10月16日B　
午前10時～午後３時 

10月４日D

10月18日D　
午前10時～午後３時

10月10日C

10月23日B　
午前10時～午後３時

10月11日D

10月25日D　
午前10時～午後３時

青年の家２階

社会福祉協議会
飯岡本所 157－5577
旭支所 164－2570
海上支所 155－5517
干潟支所 168－1079

海上ふれあいサポートセ
ンター

干潟支所

飯岡保健センター

消費生活
苦情相談

物品購入時のトラ
ブルなど

毎週月･木曜日 　午前９時～午後４時
※緊急の場合は随時受付

商工観光課
（青年の家 1階）

商工観光課
162－8019

市民健康
相　　談

生活習慣病をはじ
め子どもからお年
寄りまでの健康相
談

月～金曜日　午前９時～午後４時 （電話受付）

旭市保健センター
163－8766
海上保健センター
155－5516
飯岡保健センター
157－3113
干潟保健センター
168－1071

教育相談
（学校）

学校での教育につ
いての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 海上支所２階 学校教育課 

155－5726

教育相談
（家庭）

家庭教育・子育て
の悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 海上支所２階 生涯学習課 

155－5727

職業相談 職業相談、求人情
報の提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家 1階）
地域職業相談室 
162－5359

福 祉 の
総合相談

福祉（生活）全般
にわたる相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支援センター
海匝ネットワーク

中核地域生活支援セン
ター海匝ネットワーク
160－2578 FAX60－2579

行政書士会
相続、遺言、許認
可申請、農地転用
など

10月21日G　午後１時～４時 青年の家２階 行政書士会東総支部・
寺村163－7813

家庭児童
相　　談

不登校・ひきこも
り・児童虐待・児
童養育問題など

月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室
（社会福祉課内）

家庭児童相談室
162－5362

相談室相談室相談室

司法書士会
不動産登記、法律
問題、多重債務問
題など

10月７日G　午後１時～５時
※予約制（１人当たり１時間） 市民会館２階

司法書士会八日市場支
部・飯嶋
10479－25－0567
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「
花
の
学
校
」
を
開
催
し
ま
す

お
し
ゃ
れ
な
寄
せ
植
え
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
口

先
生
を
迎
え
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
本
格

的
な
寄
せ
植
え
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
秋
晴
れ
の
空
の
下
で
、
寄
せ
植

え
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

な
お
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
／
11
月
５
日
a　

午
前
11
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分（
１
時
間
程
度
）

場
所
／
旭
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公
園

講
師
／
山
口
ま
り
先
生
（「
花
を
楽

し
む
教
室
」
主
宰
。「
小
さ
な
グ
リ

ー
ン
イ
ン
テ
リ
ア
」
は
じ
め
著
書
多

数
）

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
保

護
者
と
、
作
業
の
で
き
る
お
子
さ
ん

１
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
／
30
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法
／
住
所
（
市
外
の
方

は
市
内
勤
務
先
も
記
載
）、
保
護
者
・

お
子
さ
ん
の
氏
名
（
年
齢
）、
電
話

番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
し
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

〒
２
８
９̶

２
５
９
５

旭
市
二
の
１
９
２
０
番
地

都
市
整
備
課
街
路
公
園
班

　

1
62̶

５
３
５
４

　

6
62̶

５
３
９
５

　
　

gairo
@
city.asah

i.lg.jp

締
め
切
り
／
10
月
31
日
c

参
加
費
／
１
組
５
０
０
円　

※
当
日

集
め
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料
は
、

翌
月
末
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
万
一
の
事
故
の
時
な
ど
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り

か
、
老
齢
基
礎
年
金
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
年
金
保
険
料
に
納

め
忘
れ
が
な
い
か
、
今
一
度
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
す
る
と
毎
月

預
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す

の
で
金
融
機
関
な
ど
へ
行
く
手
間
が

省
け
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
通
常
の
口
座
振
替
日
は
翌

月
末
で
す
が
、
当
月
末
振
替
に
し
た

場
合
、
月
々
50
円
（
平
成
18
年
度
）

が
割
り
引
か
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

　

簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
は
、
金

融
機
関
や
郵
便
局
の
窓
口
、
社
会
保

険
事
務
所
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

・
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

・
預
金
通
帳

・
預
金
通
帳
届
出
印

　

年
金
保
険
料
や
納
付
書
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
佐
原
社
会
保

険
事
務
所
（
1
０
４
７
８̶

55̶

１
６
６
１
）
へ
。

　

10
月
１
日
現
在
で
、
平
成
18
年
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
全
国
の
事
業
所
を
対
象
と

す
る
今
回
の
統
計
調
査
で
、
問
い
合

わ
せ
の
多
い
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
調
査
の

対
象
と
な
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
商
店
や
工
場
、
営
業
所
、
事
業

所
、
銀
行
、
学
校
、
旅
館
、
学
習
塾
、

病
院
、
寺
院
な
ど
全
国
全
て
の
事

業
所
（
人
が
収
入
を
得
て
働
い
て

い
る
場
所
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
市
内
の
離
れ
た
場
所

に
本
店
、
支
店
等
が
あ
る
場
合
で

も
、
場
所
ご
と
に
対
象
を
と
ら
え

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
等

が
調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
個
人
経
営
の
農
林
漁
業
家
お

よ
び
個
人
の
家
庭
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
家
政
婦
は
調
査
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
調
査
結
果
は
ど
ん
な
こ
と
に
利

用
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
結
果
で
得
ら
れ
た
事
業
所
数

や
従
業
者
数
は
、
国
か
ら
市
町
村

へ
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
地

方
消
費
税
の
基
礎
資
料
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
へ
の
利
用
と

し
て
、
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
整
備

に
関
す
る
交
通
計
画
策
定
の
基
礎

資
料
、
女
性
の
社
会
活
動
進
出
の

た
め
の
支
援
施
策
や
地
震
被
災
地

に
対
す
る
施
策
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。

Ｑ
．
個
人
情
報
保
護
法
と
の
関
係
は
？

Ａ
．
行
政
機
関
等
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
を
定
め
た
「
行

政
機
関
等
個
人
情
報
保
護
法
」
で

は
、
個
人
情
報
の
目
的
外
利
用
の

制
限
や
、
秘
密
の
保
護
な
ど
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
統
計
調
査

に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
情
報
に
つ

い
て
は
こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
統
計
調
査
で
集
め
ら
れ
た
情

報
は
、
統
計
を
作
成
す
る
た
め
だ

け
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
ほ

か
、「
行
政
機
関
等
個
人
情
報
保

護
法
」が
施
行
さ
れ
る
以
前
よ
り
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
秘
密
の
保
護

に
つ
い
て
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

企
画
課
統
計
班

　

1
62̶

５
３
６
７

　

昨
年
の
花
の
学
校
か
ら

納
め
ま
し
ょ
う

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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※内容等は、主催者の都合により変更することがあります。　

開館時間　火～金曜日
　　　　　　午前９時～午後６時
　　　　　土・日曜日
　　　　　　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日・祝日・館内整

理日（10月19日E）
＊ホームページから本の検索ができます＊
http://www.library.asahi.chiba.jp/

　８月の暑い最中、アルバイト青
年の敦はいつものようにベテラン
女性社員の水城と自動販売機に飲
料缶を補充していく仕事をしてい
た。
　脚本家志望の敦は、生活疲れか
らくる夫婦生活の破

は

綻
たん

を以前から
水城に語っていたのだが、いつも
はぐらかされ続けていた…。離婚
届提出前に葛

かっ

藤
とう

する若者の心情を
新感覚で描く。第135回芥川賞受
賞作。

Pick up

○リアルな合成写真のつくりかた
（吉田浩章）

○後藤田正晴と十二人の総理たち
（佐々淳行）

○美しい国へ　　　　（安部晋三）
○地震の時の料理ワザ

（坂本広子）
○気高く、強く、美しくあれ

（桜井よしこ）
○職人ことばの「粋と技」

（小関智弘）
○数学を愛した作家たち

（片野善一郎）
○行方不明者　　　　　（折原一）
○夜をゆく飛行機　　（角田光代）
○第九の日　　　　　（瀬名秀明）
○赤い指　　　　　　（東野圭吾）
○伯

ベル

林
リン

蝋
ろう

人
にん

形
ぎょう

館　　（皆川博子）
○君だけの物語　　　　（山本弘）
○美しき日本の面影（さだまさし）

＊おはなしの時間＊
＜幼児向き＞
日時／ 10月12日E、26日E
　　　午後４時30分～５時
場所／市民会館２階和室

「八月の路上に捨てる」
　伊藤たかみ

東総文化会館
10月28日G　第２回市民ミュージカル
　　　　　　　「白いノートの落書き」 
 時間　開演 13：00
 入場　無料・全席自由

主催　旭市・旭市教育委員会
問　　生涯学習課文化振興班　
 155－5728

●子どもから大人まで参加する創作ミュージカル
☆10月の休館日……２日・10日・16日・23日・30日

11月25日G　第２回旭市生涯学習フェスティバル
　　26日A 時間　25日　13：00～・26日　９：30～
 入場　無料
 主催　旭市・旭市教育委員会
 問　　生涯学習課文化振興班　155－5728
●作品展示、実演体験コーナー、実践発表など。

　　25日G　旭市青少年意見発表大会
 時間　13：00～　　入場　無料・全席自由
●発表者：市内小学校・中学校・高等学校の児童・生徒、青年ほか
※手話通訳があります。

　　26日A　文化講演会
 講師：東海林のり子さん
 時間　開演14：00　　入場　無料・全席自由
●1934年埼玉県生まれ。リポーターとして数々の事件現場を歩いた彼女が語る
のは、現場での生の声や思い…。　※手話通訳があります。

☆11月の休館日……６日・13日・20日・27日

★チケット発売情報
　第２回 あさひ寄席
　　公演日　12月３日A
　　時間　開演　14：00
　　入場　全席指定・一般2,500円、
　　　　　　　　　　65歳以上2,000円
　　問　　生涯学習課文化振興班　155－5728
  ※発売初日に限り、１人４枚まで購入できます

海上公民館
10月14日G　子ども映画会 
 ●不思議の国のアリス　●北風と太陽
 ●シカとぶどうの木　●キツネときこり　●ライオンとウサギ
 時間　14：30～ 15：30　　入場　無料
 主催・問　海上公民館　155－2566
●幼児向けの映画を上映します。午後２時から、ボランティアの方々による絵
本の読み聞かせ会を行います。

10月22日A　子どもミュージカル「とべないホタル」
 時間　13：30開場、14：00開演
 入場　無料・全席自由　　持ち物　座布団、靴入れ
 主催・問　海上公民館　155－2566

◆海上ふれあい館（ＪＲ飯岡駅）
　墨絵クラブ・ちぎり絵クラブ作品展　
　10月１日A～31日C
時間　９：00～ 17：00
入場　無料
休館日　月曜日、祝日
問　海上公民館　155－2566

チケット発売所
三川屋本店・駅前店・国道店、サンモールインフォメーション、干潟駅前高橋商店、東
総文化会館、生涯学習課（海上支所２階）、いいおかユートピアセンター、干潟公民館

◆まちかどギャラリー「銀座」
　そぞろ歩き写真展
　10月９日（月・祝）～15日A
時間　10：00～ 17：00
問　そぞろ歩き・豊田
　　162－3253 

三遊亭楽太郎 青空球児好児 灘康次とモダンカンカン 松鶴家千とせ

10月８日A
午前10時
前売り開始
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健康インフォメーション母と子の健康づくり
会場・問い合わせ先／飯岡保健センター（☎57－3113）

乳幼児予防接種
【集団接種】
会場・問い合わせ先／旭市保健センター（☎63－8766）・海上保健センター（☎55－5516）
※日程は都合により変更になることがあります

【個別接種】会場／各指定医療機関
種　　　類 対　　　象

ＭＲ（麻しん・風しん混合）ワクチン
（過去に麻しん、風しんにかかった方
はご相談ください）

対象：Ⅰ期　生後12か月～ 24か月未満　　
　　　Ⅱ期　平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれ
　　　　　　（Ⅱ期が開始となりました。個人通知は順次発送します）
※郵送された予診票に記入捺印し、母子手帳と一緒に持参してください。
※指定の予診票をお持ちにならない場合は、任意（有料）接種となります。また、予診
票は原則として再発行しませんので、なくさないようご注意ください。

注意　※母子健康手帳を忘れた場合は接種できません。また、転入者などで通知の届かない方は、早めにご連絡ください。

　３歳未満のお子さんの入・通院および３歳～就学前のお子さ
んの入院に要した医療費が助成されます。
　申請の手続き等、くわしくは各保健センターまでお問い合わ
せください。
〈問い合わせ先〉
旭市保健センター（163－8766）海上保健センター（155－5516）
飯岡保健センター（157－3113）干潟保健センター（168－1071）

　乳幼児の医療費を助成します

健康
診査

種　　　類 日　程 受付時間 対　象　・　内　容

乳児健康診査
10月16日B 12：50～13：15 平成18年６月１日～15日生

１歳６か月児健康診査

２歳児歯科健康診査

３歳児健康診査

10月30日B

10月11日D

10月25日D

10月５日E

10月19日E

10月６日F

10月20日F

12：50～13：15

12：50～13：15

12：50～13：15

９：00～９：30

９：00～９：30

12：50～13：15

12：50～13：15

平成18年６月16日～30日生

平成17年４月１日～15日生

平成17年４月16日～30日生

平成16年４月１日～15日生

平成16年４月16日～30日生

平成15年４月１日～15日生

平成15年４月16日～30日生

相談 10月26日E
※会場：旭市保健センター

９：00～10：00 乳幼児の食事、しつけ、言葉などに関する相談

10月10日C

育児相談

教室

・妊娠中のすごし方　・妊婦体操　・歯の健康等

・お産の経過とリハーサル　・おもちゃづくり等９：00～９：15

10月３日C　第１回

10月17日C　第２回
両親学級

育児の仲間づくり、情報交換の場
・身体計測　・乳幼児事業紹介　・赤ちゃん紹介
・ベビーマッサージ等

９：15～９：30 10月12日E　第１回子育て学級

　献血にご協力を！
期日／ 10月13日f
受付時間／午前10時～11時45分・午後１時～３時45分
場所／飯岡保健センター
〈問い合わせ先〉
旭市保健センター（163－8766）
※献血手帳をお持ちの方はご持参ください。

種　類
会　場　・　日　程

受付時間 対　　象　・　内　　容
旭市保健センター 海上保健センター

ＢＣＧ 10月４日D 13：15～13：45 生後３～６か月未満
※期間が短いので最優先で受けましょう

10月５日E
10月26日E

三種混合 13：15～14：00 生後３～ 90か月（７歳半）未満

日本脳炎 ※日本脳炎は現在「接種をできるだけ見合わせるよう」に国から勧告が出ています。ただし、強い希望があり国から
の同意書に署名していただいた方のみ接種を行います。くわしい内容は健康管理課まで。

10月17日C

10月２日B
10月12日E
10月16日B
10月23日B

10月13日F 13：15～14：00 生後３～ 90か月（７歳半）未満

10月３日C
10月10日C
10月24日C
10月30日B

ポリオ

９：00～９：15
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日時／10月21日G　午前８時30分～
正午
場所／旭中央病院３号館５階大講堂
内容／講演「なぜ糖尿病で失明する
のか  －視力が落ち始めてからでは
遅い－」
対象／糖尿病患者およびそのご家族
または希望者
問い合わせ先／旭中央病院５－３Ｃ
病棟（163－8111）

日時／10月21日G　午後１時30分～
４時
場所／旭市商工会館
参加／無料　※お子さんの保育あり
申し込み・問い合わせ先／県立八日
市場養護学校（10479－72－2777）

お 知 ら せ
　感染防止のために手洗いがいかに
大切かを皆さんに理解していただく
コーナーのほか、感染防止に関する
川柳の展示も行います。
日時／10月20日F　午前11時30分～
午後３時
場所／旭中央病院薬局前ホール
問い合わせ先／旭中央病院感染対策
室（163－8111）

　野焼きは、煙や悪臭だけでなく、
有害物質であるダイオキシンが発生
するため、原則として禁止されてい
ます。最近、農業用廃ビニールの野
焼きが増加しています。農業用廃ビ
ニールは、ＪＡ等を通じて適正に処
理しましょう。また、一般家庭のご
みは市のごみ収集に出しましょう。
問い合わせ先／北総県民センター海
匝事務所地域環境室（164－2825）、
市役所環境課（162－5328）

　10月11日D～17日Cは、違反建築
防止週間です。建築基準法は、私た
ちの生命・健康・財産を守るため、
地震や火災などに対する安全性につ
いての基準を定めています。この基
準は、必ず守らなければなりません。
あなたの所有する建物が、法令に適
合しているかどうか、建築士と相談
するなど、点検を心がけましょう。
なお、この週間には一斉公開建築パ
トロールが実施されます。
問い合わせ先／都市整備課建築班
（162－5895）

　目の健康についての相談に、千葉
県眼科医会会員がお答えします。
日時／10月９日（月・祝）　午前９時
～午後５時
相談電話番号／043－242－4271
問い合わせ先／千葉県こども病院眼
科・高相（1043－292－2111）

糖尿病のつどい

「感染予防週間」
旭中央病院でイベント

建築パトロールを実施
「違反建築防止週間」
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薬
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。
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に
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て

野焼きは重罪です
ストップ・ザ・野焼き！

情 報
B O X

情 報
B O X

みんなで語ろう！
「ちばの特別支援教育」
タウンミーティング

「目の愛護デー」
無料電話相談
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日時／10月13日F　午後１時開場、
午後１時30分開演
会場／東総文化会館・大ホール
内容／●「里山の葉っぱが、おばあ
ちゃんを人生の主役にした」講師：
横石知二さん（徳島県上勝町）　●
「魅力ある農村作りを目指して、女
性の力で地域づくり真っ最中」講師：
菊池ナヨさん（岩手県綾織町）
定員／700人　※入場無料
問い合わせ先／農水産課農業基盤整
備班（168－1173）

日時／10月31日C　午後０時30分～
４時30分
場所／東総文化会館・小ホール
内容／●基調講演「食文化の伝承と
食育のすすめ」講師：服部津貴子さ
ん（服部栄養研究会会長）　●パネ
ルディスカッション「広げよう食育」
●タウンミーティング「千葉県食育
推進計画の策定に向けて」
参加／無料
募集人数／250人　※申込順
申し込み先／市役所農水産課農業推
進班（168－1174）
問い合わせ先／千葉県海匝農林振興
センター企画調整室（162－0156）

　金銭の貸借、土地建物、交通事故
による損害賠償、離婚、養育費、相
続をめぐる争いなどでお困りの方
に、調停委員が相談に応じます。
日時／10月21日G　午前10時～午後
３時
場所／匝瑳市立八日市場公民館
問い合わせ先／八日市場調停協会
（10479－23－4544）

日時／10月25日D　午前９時50分～
場所／県立八日市場養護学校
対象／●養護学校に関心を持ってい
る方　●養護学校への入学・転入学
を考えている方
申し込み／10月18日Dまでに、県立八
日市場養護学校・遠藤（10479－72－
2777・FAX0479－73－6008）へ。

日時／10月26日E　午前９時～午後
４時
場所／旭郵便局
予約・問い合わせ先／旭郵便局貯金
保険課（162－1080）

　不正軽油の製造・販売・使用は、
脱税だけでなく大気汚染や硫酸ピッ
チの不法投棄の原因となり悪質な犯
罪行為です。不正軽油は買わない、
売らない、使わない、皆さんのご協力
をお願いします。〔香取県税事務所〕

「東総耕地の将来像を
考える研修会」

お 知 ら せ

八日市場養護学校見学会

海匝地域
「食育シンポジウム」

10月は
全国不正軽油撲滅強化月間です
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、
お
し
ゃ
ま
に
な

っ
て
お
も
し
ろ
い
盛
り
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
親
子
五
人
の
毎
日
は
、
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
に
ぎ
や
か
な
家
庭
が
一
瞬
に
し
て
奈

落
の
底
に
突
き
落
と
さ
れ
た
。
一
人
の
青

年
の
心
の
油
断
が
引
き
起
こ
し
た
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
大
惨
事
で
あ
る
。
青
年
は

普
段
の
仕
事
は
ま
じ
め
で
無
欠
勤
、
誰
か

ら
も
好
か
れ
る
若
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
酒
を
飲
ん
で
車
を
運
転
す
る
と

い
う
行
為
で
幼
い
三
人
の
兄
弟
の
将
来
を

奪
っ
た
。
両
親
か
ら
何
物
に
も
代
え
が
た

い
宝
物
を
奪
い
、
暗
黒
の
世
界
に
突
き
落

と
し
た
。
こ
の
青
年
も
新
聞
な
ど
の
記
事

か
ら
推
察
す
る
と
こ
ろ
、
何
ら
悪
気
の
無

い
善
良
な
市
民
で
あ
る
。
そ
の
一
市
民
が

自
分
の
考
え
と
は
ま
っ
た
く
違
う
大
惨
事

を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
、
私
は
ひ
と
ご

と
と
は
思
え
な
い
も
の
を
感
じ
る
。
こ
の

く
ら
い
の
量
な
ら
心
配
な
い
、
そ
う
し
た

安
易
な
気
持
ち
か
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た

覚
え
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
そ
の
と
き
、事
故
が
起
き
た
、

そ
う
想
像
す
る
と
背
筋
が
寒
く
な
る
。
飲

酒
運
転
は
、
悲
惨
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

私
は
、
改
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
す
る
。
酒
飲
み
運
転
は
犯
罪
で
あ
る
。

同
時
に
自
分
を
も
だ
め
に
す
る
。
絶
対
に

止
め
て
ほ
し
い
。

（14）

酒
飲
み
運
転
は
犯
罪

無料調停相談

今月の納期
◆市県民税　　　 第３期

◆国民健康保険税 第５期

◆介護保険料　　 第５期

納期限は10月31日Cです
国民年金保険料は毎月納付です

旭郵便局で
「年金相談会」

議会に報告された寄付

●旭市育英資金として

　金20万円…柴山美代子さん

（三川）
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　楽器や声楽を勉強している方、趣
味にしている方の発表の場です。
日程／平成19年１月28日A
会場／東総文化会館・大ホール
対象／市内在住または在勤の方。年
齢・性別は問いません。
申込受付／10月２日B～17日C（土、
日、祝日を除く）
申し込み・問い合わせ先／生涯学習
課文化振興班（155－5728）

▲前回のグリーンコンサート

　生活を彩るアートとして注目のト
ールペイント。干潟公民館で開催し
た、トールペイント教室参加者の作
品を展示します。ぜひご覧ください。
日時／10月10日C～19日E　午前９
時～午後４時（土・日曜日は休み）
場所／旭郵便局ギャラリー
問い合わせ先／干潟公民館（168－
3111）

日時／10月14日G　午後１時開場、
午後１時30分上映開始
場所／東部図書館　３階研修室
＜内容＞
「武器よさらば」
主演：ゲーリー・クーパー
（1932年、アメリカ、モノクロ、83分）
定員／60人　※入場無料
申し込み・問い合わせ先／県立東部
図書館（162－7070）

日時／10月14日G　午後１時開演
場所／東総文化会館・小ホール
講師／鈴木淑弘さん（全日本「第九
を歌う会」連合会副会長）
問い合わせ先／東総文化会館（164－
2001）

催  し  物

募  集

日時／10月26日E　午前８時20分旭
市青年の家集合
〈内容〉
　食用油と納豆工場を見学します。
●花王㈱鹿島工場（茨城県神栖市）
●タカノフーズ㈱（茨城県小美玉
　市）
募集人員／38人　※申込順
参加／無料　※昼食は各自持参
申し込み先／商工観光課商業振興班
（162－5874）

日時／11月６日B～27日Bの土、日、
祝日を除く15日間　午前９時～午後
４時
場所／県立旭高等技術専門校
内容／インターネット、ワード、エ
クセルのレベルアップを図ります。
応募資格／58歳から65歳の方で、パ
ソコンの基本操作ができ、全日程に
出席できる方
定員／10人
費用／5,000円（テキスト代）
申し込み・問い合わせ／往復はがき
に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、
電話番号を明記し、返信用あて先を
記入の上、10月16日Bまでに、〒289－
2504　旭市ニの 2599－1　旭市シル
バー人材センター（160－1150）へ。

応募資格／昭和57年４月２日～平成
元年４月１日に生まれた方（高校卒
業以上、平成19年３月卒業見込み含
む）
申込期間／10月12日E～20日F
募集人員／若干名
第１次試験／11月16日E　午前８時
30分～
問い合わせ先／千葉県大利根土地改
良区総務課（10479－72－1506）

●ビーズ手芸
日時／10月25日D　午後１時30分～
３時30分
定員／15人　※申込順
●男性の料理
日時／10月28日G　午前10時～午後
１時
定員／24人　※申込順
参加資格／市内在住、在勤の成人男
性（調理師、飲食業の方は除く）
＜共通事項＞
場所／働く婦人の家
費用／実費（材料費等）
問い合わせ先／働く婦人の家（163－
8755）

日時／10月20日F　午前10時～正午
場所／市民会館３階ホール
講師／細谷みどりさん（千葉市みど
り文庫主宰）
対象／読み聞かせ活動を実践されて
いる方または初心者の方40人
申し込み先／市図書館（162－2560・
市民会館内）

対象／歌の好きな小学校１年生から
５年生（家で送迎のできる方）
練習日時・場所／毎週土曜日　午後
２時～４時・市民会館３階ホール
申し込み／学校を通して配布する入
団申込書を学級担任へ提出
問い合わせ先／合唱団事務局・平野
（163－5603）

日時／10月18日D　午前９時30分受
付開始
場所／旭幼稚園ホール
参加費／500円（年間、バッジ代）
問い合わせ先／旭幼稚園（162－0788）
※参加希望の方は事前にご連絡くだ
さい。

働く婦人の家講座
「ビーズ手芸」「男性の料理」

子どもたちを絵本の世界に
「読み聞かせ養成講座」

あなたも発表してみませんか
「グリーンコンサート」

高齢者の再就職を応援します
「パソコン講習」

一足早いクリスマス
「トールペイント作品展」

大利根土地改良区職員募集

県立東部図書館
「名作映画鑑賞会」

文化講演会
「第九」この素晴らしきもの

歌の好きな子集まれ！
「あさひ少年少女合唱団」団員募集

情 報
B O X

情 報
B O X

消費生活講座（移動教室）
「見てみよう食品工場」

旭幼稚園
「２歳児親子サークル」
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＊すこやかちゃんを募集しています＊
掲載ご希望の方は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595旭市二の1920・�62－8070）へ。
対象は、小学校入学前の幼児です。申込用紙は、保健センター、海上保健センター、飯岡保健セ
ンター、干潟保健センター、秘書広報課にあります。

煌
き ら

歩
ほ

ちゃん（平成18年２月14日生）
両親／立花雅幸・しのぶさん〔江ヶ崎〕
「チャームポイントはクリクリの

おめめ♡ cute でしょ♡♡」

慶
け い

太
た

ちゃん（平成17年９月26日生）
両親／清水和弘・里香さん〔米込〕
「疲れた体を癒やす

笑顔のパワー !!」

響
ひ び き

生ちゃん（平成16年５月28日生）
両親／島田勇・順子さん〔仁玉〕
「２歳のお誕生日です☆
大好きなケーキをはいどーぞ！」

８日A　地区体育祭（中央・干潟（旭）・矢指・共和）
　　　　日月神社御神幸祭（駒込）

９日B　体育の日

14日G　中央小運動会

28日G　市民ミュージカル「白いノートの落書き」
　　　　（13：00～　東総文化会館）

29日A　秋のゴミゼロ運動（８：00～　市内一斉）

暮らしのカレンダー

　

市
内
の
大
部
分
が
低
地
の
旭
市
で
す

が
、
そ
の
低
地
部
分
の
成
り
立
ち
は
、

九
十
九
里
平
野
の
発
展
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
海
岸
の
浸
食
と
後
退
で

生
ま
れ
た
現
在
の
地
形
は
、
今
か
ら
お

よ
そ
四
千
年
か
ら
三
千
年
前
の
縄
文
時

代
後
期
に
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。か
つ
て
こ
う
し
た
低
地
部
分
は
、

人
々
が
暮
ら
す
環
境
に
は
適
さ
ず
、
集

落
も
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
意
外
に
も
こ
う
し
た
低
地
に

多
く
の
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
調

査
や
研
究
な
ど
か
ら
次
第
に
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

旭
市
内
で
い
ち
ば
ん
古
く
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
歴
史
の
痕
跡
の
一

つ
、
そ
れ
が
今
回
ご
紹
介
す
る
坊
ノ
場

遺
跡
の
出
土
品
で
す
。

　

こ
の
遺
跡
は
、
旭
ス
ポ
ー
ツ
の
森
公

園
の
建
設
の
た
め
に
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、

公
園
の
地
中
に
は
、
縄
文
時
代
の
竪
穴

状
遺
構
や
、
江
戸
時
代
の
建
物
跡
が
眠

っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
坊
ノ
場

と
い
う
の
は
地
名
で
す
が
、「
坊
の
場
」、

つ
ま
り
お
寺
に
関
係
す
る
施
設
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
遺
構
は
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
器
や
生
活

用
品
は
多
数
発
掘
さ
れ
、
そ
の
後
も
ち

ゃ
ん
と
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
出
土

品
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
美
し
い
土

器
を
今
回
は
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

高
さ
は
だ
い
た
い
二
十
㎝
、
直
径
は

十
五
㎝
、
深
鉢
状
の
形
状
で
、
表
面
に

は
縄
文
土
器
の
名
称
の
由
来
で
も
あ
る

縄
目
の
細
か
い
模
様
が
み
ら
れ
、
そ
れ

を
覆
う
よ
う
に
独
特
の
大
き
な
波
模
様

が
大
胆
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
口
縁
部

に
は
耳
上
の
小
さ
な
取
っ
手
が
三
か
所

付
い
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
後
期
の
も

の
で
、
煮
焚た

き
用
だ
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
な
か
な
か
装
飾
性
の
あ
る
モ
ダ
ン

な
一
品
で
す
。

　

現
在
、
大
原
幽
学
記
念
館
の
企
画
展

「
身
近
な
『
あ
さ
ひ
』
の
文
化
財
」
で

展
示
中
で
す
。
四
千
年
前
か
ら
の
雄
大

な
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
ご
堪
能
あ
れ
。

〔
大
原
幽
学
記
念
館　

猪
野
映
里
子
〕

紙
上
展
示
室 　

旭
モ
ノ
語
リ　

 

第
十
五
回

坊
ノ
場
遺
跡
出
土
縄
文
土
器

▲七夕馬

 

編
集
後
記

　

皆
さ
ん
、「
立
ち
机
」
を
ご
存

知
で
す
か
？
立
ち
机
と
は
そ
の
名

の
と
お
り
、
立
っ
た
ま
ま
書
き
物

を
す
る
た
め
の
机
で
す
。

　

私
た
ち
は
立
っ
て
い
る
だ
け
で

深
い
思
考
が
可
能
に
な
っ
た
り
、

新
た
な
ひ
ら
め
き
が
生
ま
れ
た

り
、
さ
ら
に
は
判
断
力
が
増
し
た

り
す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
文

豪
ゲ
ー
テ
や
ト
ル
ス
ト
イ
も
、
立

ち
机
を
愛
用
し
て
い
た
そ
う
で
す

し
、
古
来
、
歩
き
な
が
ら
も
の
を

考
え
る
と
い
う
人
も
多
い
こ
と
か

ら
、
立
つ
と
い
う
姿
勢
は
、
も
の

を
考
え
る
際
に
は
刺
激
に
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
（
Ⅰ
）


